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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
あ
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
で
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証
明
書
、

所
得
証
明
書
な
ど
の
証
明
書
が
取
得
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
勤
務
地
や
外
出
先
の
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
で
、
早
朝
や
夜
間
、
休
日
で
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
各

証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す
。

★
利
用
で
き
る
人

　

�

有
効
な
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書

（
４
桁
の
暗
証
番
号
が
必
要
）が
搭
載

さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

つ
15
歳
以
上
の
人

★
利
用
で
き
る
時
間

　
午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時
ま
で

　
※�

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
に

よ
り
、
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

★
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

　

�

セ
ブ
ン
︱
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
な
ど
交
付
サ
ー

ビ
ス
に
参
加
し
て
い
る
マ
ル
チ
コ
ピ

ー
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
店
舗

　ご自身でマイナンバーカードの申請
が難しい人は、町住民課でカードの申
請をお手伝いします。

申請をお手伝いします
マイナンバーカード

❶ 交付申請書に氏名を記入
　（申請書を紛失した場合は役場で
　　再発行できます）

❷ 職員が顔写真を撮影（無料）し、申請

❸ 申請から１カ月程度で役場から
　 交付案内が届く

❹ 本人が来庁し暗証番号を設定し、
 　カードを受け取る

証
明
書
自
動
交
付
機
を
撤
去

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
よ

り
、
役
場
入
口
に
あ
る
証
明
書
自
動
交

付
機
は
、
12
月
末
で
撤
去
し
ま
す
。

　　　

自
動
交
付
機
で
使
用
し
て
い
る「
か

ん
ら
ま
ち
カ
ー
ド
」は
印
鑑
登
録
証
と

し
て
使
用
し
ま
す
の
で
、
廃
棄
せ
ず
に

保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
な
ど
が
取
得
で
き
ま
す
！

10
月
１
日
か
ら
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
」
始
め
ま
し
た
！　
　
　
　
　
　
　
　  　
　
　
　
　
■ 

住
民
課
住
民
係
☎

（64）
８
３
１
４

証明書の種類 手数料 取得できる人・範囲 備　考

住民票の写し

200円
（役場窓口：300円）

町に住民登録している
本人・同一世帯の人

住民票コードは記載さ
れません

印鑑登録証明書 町に印鑑登録している本人
印鑑登録証は不要です
※�役場窓口での取得に
は印鑑登録証が必要

所得証明書
課税証明書

所得課税扶養証明書

証明する年度の１月１日お
よび発行時点で町に住民登
録している本人（所得のな
い人は発行されません）

前年度・現年度分が取
得できます

★取得できる証明書

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の

切
り
替
え
を
！

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
に
は
、
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書

（
４
桁
の
暗
証
番
号
）が
搭
載
さ
れ
て
い

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
12
月
２
日
か
ら
健
康
保
険
証

は
新
規
発
行
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ま
だ
お
持
ち

で
な
い
人
は
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

ご自宅などへの出張申請も
実施しています。お気軽に
お問い合わせください。
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昨
年
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
閉
店
し
た
秋

畑
那
須
地
区
の「
那
須
庵
」が
、
10
月
５

日
㈯
、
新
た
な
運
営
者
を
迎
え
、
装
い

も
新
た
に
開
店
し
ま
す
。

　
店
を
運
営
す
る
の
は
、
今
年
１
月
に

町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
た
山

本
貴
秋
さ
ん
と
の
ぞ
み
さ
ん
。

　
２
人
は「
ち
ぃ
じ
が
き
蕎そ

ば麦
の
里
」の

継
承
と
山
村
独
特
の
食
文
化
を
守
る
決

意
を
胸
に〝
那
須
庵
〟を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

研
究
を
重
ね
、
喉
越
し
の
良
い
細
い
そ

ば
と
、
だ
し
の
旨
味
に
２
種
類
の
し
ょ

う
油
を
ブ
レ
ン
ド
し
コ
ク
を
加
え
た
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
つ
ゆ
を
作
り
上
げ
、

以
前
の
那
須
庵
と
は
違
う
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
味
わ
い
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　
貴
秋
さ
ん
は「
今
後
は
、
自
分
た
ち

で
そ
ば
や
野
菜
も
栽
培
し
て
い
き
た
い

で
す
。
地
域
に
愛
さ
れ
て
き
た
那
須
庵

の
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
私
た
ち
の
打
っ

た
そ
ば
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
食
べ
て
い

た
だ
き
、〝
那
須
庵
〟と
い
う
空
間
が
取

り
持
つ
新
た
な
交
流
の
場
を
大
切
に
活

動
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

政
治
や
選
挙
を
も
っ
と
身
近
に

政
治
や
選
挙
を
も
っ
と
身
近
に

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
多
く
の

人
に
選
挙
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

た
め
投
票
立
会
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
投
票
立
会
人
と
は
、
投
票
が
公
正
に

行
わ
れ
る
よ
う
見
届
け
る
人
の
こ
と
で

す
。
具
体
的
に
は
、
投
票
者
が
入
場
し

て
か
ら
投
票
用
紙
を
間
違
い
な
く
投
票

箱
に
投
入
し
退
場
す
る
ま
で
の
立
ち
会

い
や
、
投
票
時
間
終
了
後
の
投
票
箱
の

閉
鎖
な
ど
の
立
ち
会
い
を
行
い
ま
す
。

　

応
募
し
た
人
は「
甘
楽
町
投
票
立
会

人
名
簿
」に
登
録
さ
れ
、
今
後
行
わ
れ

る
国
や
県
、
町
の
選
挙
ご
と
に
本
人
の

都
合
を
確
認
し
て
、
選
任
し
ま
す
。

　
選
挙
制
度
に
関
す
る
詳
し
い
知
識
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

町
内
に
在
住
す
る
18
歳
～
60
歳
の
選

挙
権
を
有
す
る
人

立
会
場
所

選
挙
当
日
の
投
票
所（
町
内
４
カ
所
）

期
日
前
投
票
所（
役
場
）

報
酬

選
挙
当
日　
１
万
９
０
０
円

期
日
前
投
票　
９
６
０
０
円

応
募
方
法

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
の
応
募
も
受
け

付
け
ま
す
。

選
挙
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■ 

甘
楽
町
選
挙
管
理
委
員
会 

☎
（74）
３
１
３
２

定 休 日 水・木曜日

営業時間 午前11時～午後４時
（閉店30分前までに入店）

住　　所 秋畑5387-2
電　　話 今後、接続予定

メニュー
（税込み）

盛りそば  600円
大根そば  650円
ニラそば  650円
天ぷら盛り合わせ 500円

期日前投票で、投票を見守る立会人期日前投票で、投票を見守る立会人

随 時随 時
募 集募 集

各１合
（180g）

　地域おこし地域おこし
　  協力隊が行く　  協力隊が行く

10 ５ 土月 日

夫婦二人三脚で店を運営します

山本 貴秋 さん山本 貴秋 さん
　　 のぞみ さん　　 のぞみ さん

那須庵が那須庵が
新装開店新装開店
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新型コロナワクチン接種のお知らせ
■問い合わせ 健康課保健係 ☎67-5159　FAX67-7066

接種（助成）回数 １人１回
※�下記金額で接種できるのは１人１回までです。
２回目以降は下記金額では接種できません。

対 象 期 間 10月１日（火）～令和７年３月31日（月）

　接種は強制ではなく、あくまでご本人の意思に基づき接種を受けて
いただくものです。

対象者
65 歳以上の人

※接種日時点の年齢
60 ～ 64 歳のハイリスクの人

※接種日時点の年齢
中学３年生・高校３年生相当の人
※ R7. ３.31 時点で 15、18歳の人

実施方法
①医療機関を予約
②医療機関にある予診票に記入

①町から予診票を送付
②医療機関を予約

①町に申請し予診票を取得
②医療機関を予約

自　己
負担額

3,000 円　
※生活保護受給世帯は無料（町に申請してください）

3,000 円
※�生活保護受給世帯・町民税非課
税世帯・児童扶養手当受給世帯
は無料

◎�ハイリスクの人：心臓、腎臓または呼吸器の機能に障害がある人や、ヒト免疫
不全ウイルス（HIV）による免疫の機能に障害がある人で障害者手帳1級相当の人。
季節性インフルエンザワクチンの定期接種の対象者と同じです。

▲申請はこちらから

▲町ホームページ

医療機関名 連絡先

甘
楽
町

安藤医院 74-7717
奥村クリニック 74-7182
小幡医院【予約不要】 74-2018
こがはらクリニック 70-4066
篠原整形外科医院 74-2227
原医院 74-5656

富
岡
市

石川胃腸科医院 62-1002
大竹外科胃腸科 64-0808
小泉医院 62-0039
香内医院 62-3210
こすげレディスクリニック 62-0275
須藤医院【予約不要】 63-1461

医療機関名 連絡先

富
岡
市

西毛病院 62-3156
滝田医院 62-2511
田村医院 64-2065
細谷医院 62-0388
細谷クリニック 62-4321
宮崎医院 60-1919
村田内科医院 62-2053

下
仁
田
町・
南
牧
村

大沢クリニック 60-3030
佐藤医院 82-2127
下仁田厚生病院 82-3555
本宿診療所 84-2215
大沢クリニックなんもく分院 60-5622

 コロナワクチンが接種できる医療機関

※「大沢クリニック」「大沢クリニックなんもく分院」はかかりつけ患者のみ接種可能
※�「65歳以上」「60～64歳のハイリスク」の人で、上記医療機関以外での接種を希望する人は保健係にお問い
合わせください。「中学３年生・高校３年生相当」の人で、上記医療機関以外で接種した場合は全額自己負担
になります。

接種は強制ではありません
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11月19日（火）の健（検）診は予約制です！
■ 問い合わせ
　 健康課保健係 ☎67-5159

予約枠 午前の部 予約枠 午後の部
① ８時30分～９時 ⑥ １時～１時30分
② ９時～９時30分 ⑦ １時30分～２時
③ ９時30分～10時 ⑧ ２時～2時30分
④ 10時～10時30分 ⑨ ２時30分～３時
⑤ 10時30分～11時

11月19日（火）に甘楽町文化会館で行う健（検）診は、予約制です。
受付時間は、下記の予約枠①～⑨です。

【受けられる健（検）診】
　�特定健診、後期高齢者基本健診、にこにこ健診、
結核・肺がん検診、大腸がん検診、胃バリウ
ム検診（午前のみ）、前立腺がん検診、子宮頸
がん検診、乳がん検診

※�今年度、すでに受けた人は受診できません。
※�子宮頸がん検診、乳がん検診は、昨年度受け
た人は受診できません。

【予約期間】　10月10日（木）午前８時30分～
　　　　　　11月14日（木）午後５時まで
【予約方法】　WEBまたは電話で予約してください。
　①�右の２次元コードから予約
　②�保健係（☎67-5159）に電話で予約
　　（平日午前８時30分～午後５時）
　※�定員に達した予約枠は受付を終了しますので、

あらかじめご了承ください。

　手話は、手指の動きや表情を使い視覚的
に表現する「見ることば」です。
　町では、平成31年に「手話言語条例」を制
定し、手話の普及に努めています。まずは、
皆さんに手話を知ってもらえるよう６回シ
リーズで「はじめての手話」をお届けします。
　簡単な手話をご紹介しますので、一緒に
覚えましょう。

はじめてのはじめての手話手話

①�左手の甲に右手を
重ねる

④�両手人差し指を胸の
真ん中で合わせる

みんなで
知ろう！

「はじめまして」編

②�右手を上げながら
　人差し指以外を握る

③�左手も人差し指以外
を握り、前後に開く

１６

はじめまして♪

広報かんら／2024.10.15



健全な財政運営を目指して
　一般会計の決算額は、歳入が73億3,651万円、
歳出が69億7,427万円となり、差引額から翌年度
に繰り越す事業の財源1,768万円をさらに差引い
た実質的な収支額は3億4,456万円になりました。
　歳入では、町税が5,034万円、物価高騰対応重
点支援地方創生交付金や甘楽スマートインターチ
ェンジ（IC）整備補助金（繰越）などの国からの補助
金が1億9,401万円増額となりました。また、中道
第２工業団地造成土地の売却収入により財産収入
が5億9,636万円増額になったことで歳入総額は増
加しました。
　歳出では、低所得世帯支援給付金事業により民
生費が1億3,042万円、中道第２工業団地造成土地
の購入などにより総務費が7億7,392万円、甘楽ス
マートIC整備事業（繰越）、道路改良事業、小幡
周遊拠点公園整備事業などの建設工事により土木
費が3億6,627万円増額になったことで歳出総額も
増加しました。

　令和５年度の一般会計と特別会計の決算が、
町議会９月定例会で認定されましたので概要を
お知らせします。  ■ 企画課財政係☎74-3134

町の家計簿町の家計簿
しあわせホームタウンしあわせホームタウン

洋室へリニューアルした甘楽ふるさと館の客室

町
の
財
布
の
中
身
を
４
つ
の
視
点
か
ら
チ
ェ
ッ
ク

（
棒
グ
ラ
フ
は
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
の
推
移
）

ム
ダ
な
く
使
わ
れ
た
か

歳
出
の
状
況

　建設事業費は、繰越となった甘楽スマート
IC整備事業のほか、道路改良工事や小幡周遊
拠点公園整備工事などを国の補助金を活用し
て実施しました。また、多世代サポートセン
ター空調設備や甘楽ふるさと館施設の長寿命
化改修を実施したほか、中道第２工業団地造
成土地の購入により、142.7％の増加となり
ました。

建設事業費単位：億円
20

16

12

８

４

０

14
億
１
７
３
４
万
円

６
億
９
７
５
９
万
円

16
億
９
２
８
７
万
円

３ ４ ５

支出

財
源
は
安
定
し
て
い
る
か

歳
入
の
状
況

町　税単位：億円

14
億
５
２
５
５
万
円

15
億　
８
８
８
万
円

15
億
５
９
２
２
万
円

３ ４ ５

内訳 ５年度 ４年度 対前年比
町民税（個人） 5億6,531 5億5,427 2.0％
町民税（法人） 8,613 6,344 35.8％
固定資産税 7億8,682 7億7,320 1.8％
軽自動車税 5,486 5,423 1.2％
町たばこ税 6,610 6,374 3.7％

計 15億5,922 15億　888 3.3％
　物価高騰による消費の落ち込みが心配される
中、個人町民税は課税所得の増加により2.0％
増加し、法人町民税は企業の修正申告により
35.8％増加しました。

（単位：万円）

18
15

３

0

12

９

６

収入
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一般会計

　一般会計では、道路改良事業および公園等整備
事業のほか、前年度より繰越となった甘楽スマート
IC整備事業で2億5,010万円の借金をしました。元
金分の返済額が4億2,267万円でしたので、借金の
残高は前年度末に比べ1億7,257万円減少しました。
　特別会計では、公共下水道事業会計で5,080万
円の借金をしましたが、元金分の返済額を下回り
ましたので、借金の残高は１億8,103万円減少し
ました。

返
済
に
努
め
て
い
る
か

借
金（
町
債
）の
残
高

歳入　73億3,651万円 歳出　69億7,427万円

　一般家庭の貯金にあたる財政調整基金は、1億
853万円増の20億298万円です。貸付金を含む
実質的なその他の基金残高は11億3,583万円で、
基金全体では前年比1.8％増の31億3,881万円と
なっています。
　第6次総合計画に掲げる事業の推進や甘楽ふるさ
と館の改修、老朽化した学校の修繕などの財源と
して活用しましたが、基金残高は前年度と比較し
やや増加となっています。

財政調整
基金残高単位：億円

も
し
も
の
時
の
蓄
え
は

貯
金（
基
金
）の
残
高

大
丈
夫
か

その他の
基金残高24

21

９

３
０

18
15
12

18
億
７
１
３
４
万
円

18
億
９
４
４
５
万
円

20
億 

２
９
８
万
円

３４５ ３４５
11
億
７
５
２
６
万
円

11
億
８
７
１
６
万
円

11
億
３
５
８
３
万
円

～～

一般会計 特別会計

50

０

40

30

20

10

単位：億円

53
億
４
９
０
５
万
円

50
億
２
５
７
５
万
円

48
億
５
３
１
８
万
円

３４５ ３４５
27
億
５
８
５
１
万
円

25
億
９
７
６
９
万
円

24
億
１
６
６
６
万
円

内　　訳 ５年度 ４年度 対前年比

自
主
財
源

町　税 15億5,922 15億���888 3.3%
使用料および手数料 １億1,796 １億2,199 ▲3.3％
繰入金 １億5,469 １億2,400 24.8％
繰越金 ３億9,581 ３億6,831 7.5％
諸収入 １億4,604 ２億1,420 ▲31.8％
分担金・負担金・財産収入・寄付金 ６億8,367 7,183 851.8％

計 30億5,739 24億���921 26.9％

依
存
財
源

地方交付税 18億9,244 19億1,120 ▲1.0％
国からの支出金 11億5,429 ９億6,028 20.2％
県からの支出金 ４億7,679 ４億1,569 14.7％
町　債 ２億5,010 １億�����77 148.2％
譲与税、交付金など ５億���550 ４億8,791 3.6％

計 42億7,912 38億7,585 10.4％
合　　計 73億3,651 62億8,506 16.7％

●歳入 ●歳出（単位：万円） （単位：万円）
内　　訳 ５年度 ４年度 対前年比

議会費 6,720 7,305 ▲8.0％
総務費 16億8,270 ９億���878 85.2％
民生費 19億1,493 17億8,451 7.3％
衛生費 5億1,242 ４億9,517 3.5％
労働費 １ 1 0.0％
農林水産業費 4億1,059 ３億9,911 2.9％
商工費 1億1,850 ３億4,847 ▲66.0％
土木費 9億4,531 ５億7,904 63.3％
消防費 2億7,288 ２億7,117 0.6％
教育費 6億　958 ５億8,702 3.8％
災害復旧費 ０ 40 ▲100％
公債費 4億4,015 ４億4,252 ▲0.5％
合　　計 69億7,427 58億8,925 18.4％

※公債費…借金の返済額

60

※町債…借り入れたお金（借金）

借金 貯金

令和５年度　決算
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年　度
収益的収支（税抜）

【主に水道水の供給】
資本的収支（税込）

【主に水道施設の工事】
５年度 ４年度 ５年度 ４年度

収　入 ２億4,597 ２億5,110 9,000 １億2,005

支　出 ２億1,598 ２億1,553 ２億��581 ２億3,472

差　引 2,999 3,557 ▲１億1,581 ▲１億1,467

（単位：万円）

（単位：万円）

　収益的収支は、2,999万円の純利益を計上しました。資本的収
支は、1億1,581万円の不足となり、建設改良積立金などの留保
資金で補填しました。

奈女沢橋（県道金井高崎線）に架設された水道管

特別会計

水道事業会計

事 　 業 　 名
歳入総額 歳出総額

５年度 ４年度 対前年比 ５年度 ４年度 対前年比
国民健康保険 15億5,964 14億7,142 6.0％ 15億　228 14億1,372 6.3％
介 護 保 険 13億4,479 13億5,225 ▲0.6％ 11億9,277 12億6,331 ▲5.6％
農業集落排水 5,686 １億��982 ▲48.2％ 5,682 １億��926 ▲48.0％
公 共 下 水 道 ４億1,552 ４億6,460 ▲10.6％ ４億1,519 ４億6,386 ▲10.5％
後期高齢者医療 １億8,204 １億6,738 8.8％ １億7,781 １億6,357 8.7％

　８月下旬、令和５年度決算書および審査資料
について決算審査が行われました。９月議会に
おいて決算書に監査委員の意見書を添えて報告
をし承認されました。

監査委員による決算審査

※�保険料や使用料などの特定の収入で特定の事業を
行うため一般会計と区別する会計

※�民間企業のように利用料金などの
収入で運営している事業の会計

　
８
月
28
日
、
甘
楽
町
文
化
会
館
に
お

い
て「
群
馬
県
未
来
構
想
フ
ォ
ー
ラ
ム

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ�

Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
知
事
と
富
岡
市
・
甘
楽
郡
内

の
首
長
が
一
堂
に
会
し
地
域
の
未
来
を

見
据
え
た
政
策
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
参

加
者
が
自
由
に
意
見
を
述
べ
る
場
で
は
、

甘
楽
中
生
徒
会
の
２
人
が
知
事
に
直
接

質
問
す
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

群
馬
県
未
来
構
想
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

群
馬
県
未
来
構
想
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

地
域
の
未
来
を
考
え
る

地
域
の
未
来
を
考
え
る

より詳しい決算の内容をより詳しい決算の内容を
　　　　公開しています　　　　公開しています

　役場と町図書館（ら・ら・かん
ら）に決算書を備えており、自由
に閲覧できます。町ホームページ
でもご覧いただけます。

審査を行う中野喜久勇監査委員（左）と審査を行う中野喜久勇監査委員（左）と
松浦彰一代表監査委員松浦彰一代表監査委員

▲�地域の未来について語
る森平町長（上写真右）
と山本知事（上写真左）

◀�フォーラムを聞き入る
甘楽中生徒の皆さん
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　¡Hola(オラ)!（スペイン語で「こんにちは」）JICA海外協力隊で
パラグアイ派遣中の佐藤愛です。
　8月22日はイグアス市の創立記念日で、63周年を記念するさ
まざまな行事やEXPO�YGUAZÚという万博が4日間にわたって
開催され大にぎわいでした。その様子は次号で紹介します！
　イグアスでの環境分野の活動は、カトリックの学校の植樹イ
ベントに参加したり、自然体験を通して育つ子どもの姿につい
て日本語学校の保護者に向けて講演しました。また、“SENEPA
（セネパ）”という国立マラリア撲滅局と連携し、予防のための地
域清掃・蚊の駆除活動を行いました。ここ南米は、蚊によるデ
ング熱やシャーガス病の発症が多いので、住民も日常的に注意
しなければなりません。
　そして今、異国の地で、私が夢中になっているのは料理です。
職場の仲間にパラグアイ料理を教えても
らいました。ここは日系移住地なので日
本食は豊富にありますが、甘楽町の食卓
に並ぶような料理を私も振る舞ったり教
えたりできるようになりたいです♪

パラグ

ア イ

ふるさとづくり寄附金
事業の区分 氏　　　名 金　額

自然環境の保全に関する事業 長岡勝美（神奈川県） 100,000円
子育て支援に関する事業 長岡静江（神奈川県） 100,000円
健康増進及び福祉の向上に関する事業 小幡医院（小幡） 公表希望なし

（９月15日入金確認まで。敬称略・公表希望のみ掲載）

◦◦◦�善意に深く感謝し、広く皆さんにお知らせします ◦◦◦

●�

山
田
利
和
さ
ん（
福
島
）

　

町
図
書
館
の
蔵
書
と
し
て
、
大

型
絵
本
11
冊（
10
万
円
相
当
）を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

善
意
の
紹
介

善
意
に
深
く
感
謝
し
、

広
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 森平町長に目録を手渡す横尾会長（右）

●�

富
岡
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
富
岡
市
・
横
尾
眞
喜
会
長
）

　

防
災
テ
ン
ト
を
１
張
り
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

日本語学校で保護者向けに講演

愛

eye佐藤愛の

JJICA 海外協力隊便りICA 海外協力隊便り vol.3vol.3

パ
ラ
グ
ア
イ
の
伝
統
料
理〝
ボ
リ
ボ
リ
〟◀

エキスポ　　　　イグアス
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■ 

金
井　
祐
さ
ん（
３
年
）

　
ハ
ル
ビ
ン
で
は
僕
た
ち
を
歓
迎
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
万
里
の
長
城
は
そ

の
ス
ケ
ー
ル
に
感
動
し
、
北
京
動
物
園

の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
は
と
て
も
か

わ
い
か
っ
た
で
す
。
人
々
や
街
の
様
子

そ
し
て
何
よ
り
食
文
化
の
違
い
を
実
感

す
る
こ
と
で
、
改
め
て
日
本
食
の
素
晴

ら
し
さ
、
あ
り
が
た
さ
も
感
じ
、
と
て

も
充
実
し
た
８
日
間
で
し
た
。

■ 

松
井
潤
晴
さ
ん（
３
年
）

　
中
国
、ハ
ル
ビ
ン
市
に
行
っ
て
み
て
、

自
分
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、

万
里
の
長
城
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。
行

く
前
は
写
真
で
し
か
見
た
こ
と
が
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
実
際
に
行
っ
て
見
て
み

る
と
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
お
り
、

と
て
も
大
き
く
て
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

万
里
の
長
城
に
行
っ
て
、
歴
史
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
ハ
ル
ビ
ン
市
訪
問
に
団
長
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
団
員
の
皆
さ
ん
は

全
員
甘
楽
中
学
校
の
３
年
生
で
あ
り
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
く
と
て
も
協
力
的

で
無
事
交
流
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
訪
問
先
で
は
ど
こ
で
も
盛
大
な
歓
迎

を
受
け
感
動
し
ま
し
た
。
ハ
ル
ビ
ン
市

阿
城
区
で
は
、
受
験
を
控
え
た
３
年
生

の
訪
問
を
考
慮
い
た
だ
き
孔
子
廟
で
の

合
格
祈
願
を
教
育
局
長
と
一
緒
に
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
ハ
ル
ビ
ン
市
教
育
局
訪
問
の
折

に
は
、
一
人
一
人
が
中
国
名
で
自
己
紹

介
し
感
想
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
、
立

派
に
交
流
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
心
遣
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
訪
問
で
し
た
。

第 10次ハルビン市訪問中学生国際交流研修団　報告記第 10次ハルビン市訪問中学生国際交流研修団　報告記

　
第
　
第
1010
次
ハ
ル
ビ
ン
市
訪
問
中
学
生
国
際
交
流
研
修
団

次
ハ
ル
ビ
ン
市
訪
問
中
学
生
国
際
交
流
研
修
団
1111
人
が
８
月

人
が
８
月
1616
日
か
ら

日
か
ら
2323
日
ま
日
ま

で
、
中
国
・
ハ
ル
ビ
ン
市
や
北
京
市
な
ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。

で
、
中
国
・
ハ
ル
ビ
ン
市
や
北
京
市
な
ど
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
団
員

　
中
学
生
の
団
員
７７
人
に
と
っ
て
は
、
中
国
の
歴
史
や
文
化
、
生
活
習
慣
な
ど
多
く
の

人
に
と
っ
て
は
、
中
国
の
歴
史
や
文
化
、
生
活
習
慣
な
ど
多
く
の

こ
と
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
、
７
月
下
旬
に
甘
楽
町
を
訪
れ
た
ハ
ル
ビ
ン
市
の
子
ど
も
た

こ
と
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
、
７
月
下
旬
に
甘
楽
町
を
訪
れ
た
ハ
ル
ビ
ン
市
の
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
で
は
言
葉
の
壁
を
越
え
、
笑
顔
で
楽
し
む
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

ち
と
の
交
流
で
は
言
葉
の
壁
を
越
え
、
笑
顔
で
楽
し
む
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
修
に
参
加
し
た
団
長
・
団
員
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　
研
修
に
参
加
し
た
団
長
・
団
員
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

■ 企画課企画調整係 ☎74-3133■ 企画課企画調整係 ☎74-3133

�▲�ハルビン市阿城孔子廟で合格祈願�▲�ハルビン市阿城孔子廟で合格祈願

◆ 

ハ
ル
ビ
ン
市
訪
問
を
終
え
て　
団
長　
青
木
正
美（
国
交
振
理
事
）◆

�▲�ハルビン市の幼稚園児と交流�▲�ハルビン市の幼稚園児と交流�▲�交流会で南中ソーランを披露する団員�▲�交流会で南中ソーランを披露する団員

こ
う
し
び
ょ
う
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■ 

長
岡
虎
輝
さ
ん（
３
年
）

　
不
安
な
気
持
ち
で
参
加
し
た
海
外
研

修
で
し
た
が
、
仲
間
や
引
率
者
の
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
て
、
楽
し
い
経
験
が
た

く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
中
国
人

の
友
達
も
で
き
て
、
単
語
で
会
話
が
で

き
た
と
き
は
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
苦
手
だ
っ
た
外
国
語
が
好
き
に
な

り
、
も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

■ 

入
山
真
桜
さ
ん（
３
年
）

　
私
は
初
め
て
の
海
外
で
不
安
で
し
た

が
、
ハ
ル
ビ
ン
の
方
々
は
優
し
く
、
笑

顔
で
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中

国
の
観
光
名
所
は
日
本
と
は
違
っ
た
美

し
さ
が
あ
り
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
中
国
に
行
っ
た
こ
と
で
、
多
く
の

こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。

■ 

黒
澤
数
真
さ
ん（
３
年
）

　
僕
は
ハ
ル
ビ
ン
市
を
訪
問
し
て
、
日

本
と
の
違
い
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

特
に
小
学
校
の
教
育
内
容
に
つ
い
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
で
、
さ
ら
に
宇
宙
に
つ
い
て
の
学
習

な
ど
、
世
界
で
も
競
え
る
レ
ベ
ル
の
教

育
を
受
け
て
い
る
と
い
う
事
実
に
驚
き

を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
何
よ

り
、
小
学
生
た
ち
が
僕
た
ち
を
温
か
く

迎
え
入
れ
て
く
れ
た
こ
と
が
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

�
■ 
髙
橋
絢
音
さ
ん（
３
年
）

　
私
は
海
外
に
行
く
こ
と
が
初
め
て
で

飛
行
機
に
乗
る
前
は
緊
張
と
不
安
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。
中
国
に
着
い
た
と
き

た
く
さ
ん
の
方
々
に
笑
顔
で
歓
迎
さ
れ
、

私
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
中

国
の
歴
史
や
食
文
化
は
日
本
と
は
違
っ

た
の
で
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。�

■ 

吉
岡
真
大
さ
ん（
３
年
）

　
日
本
と
は
異
な
っ
た
食
文
化
や
生
活
、

学
校
の
設
備
な
ど
を
目
に
し
、
自
分
の

考
え
や
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。
日
本

や
現
地
で
ハ
ル
ビ
ン
の
子
ど
も
た
ち
と

触
れ
合
え
た
こ
と
は
、
何
よ
り
の
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
こ
れ

か
ら
の
日
々
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で

す
。
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
全
て
の

方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

�研修の様子は町ホームページを�研修の様子は町ホームページを
ご覧ください。ご覧ください。

�▲�中国式しゃぶしゃぶ“火鍋”を堪能�▲�中国式しゃぶしゃぶ“火鍋”を堪能�▲�万里の長城とともに�▲�万里の長城とともに

�▲�ハルビン市の氷彫刻展�▲�ハルビン市の氷彫刻展

�▲�中国の町を楽しむ研修団員�▲�中国の町を楽しむ研修団員

�▲�北京市故宮博物院�▲�北京市故宮博物院

�▲�ハルビン市金源小学校を訪問�▲�ハルビン市金源小学校を訪問 �▲�中国最大の祭祀施設・天壇公園�▲�中国最大の祭祀施設・天壇公園
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今
年
度
は
、
国
語
、
算
数
・
数
学
に

つ
い
て
の
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は「
読
む
こ
と
」「
話
す
こ

と
・
聞
く
こ
と
」「
図
形
」な
ど
が
よ
く

で
き
て
い
ま
し
た
。
中
学
校
で
は「
読

む
こ
と
」「
関
数
」な
ど
が
よ
く
で
き
て

い
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
の
問
題
に
粘
り

強
く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
児
童
・

生
徒
が
多
い
た
め
、
今
後
も
主
体
的
・

意
欲
的
な
姿
勢
で
取
り
組
む
こ
と
で
さ

ら
な
る
成
長
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
質
問
紙
調
査
は
、
生
活
状
況
や
学
習

環
境
な
ど
幅
広
い
質
問
項
目
が
あ
り
、

回
答
内
容
を
全
国
や
県
内
の
児
童
・
生

徒
と
比
較
し
た
結
果
、
見
え
て
き
た
町

の
子
ど
も
た
ち
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

　
甘
楽
町
の
児
童
・
生
徒
の
特
徴
と
し

て
、「
人
の
役
に
立
ち
た
い
、
地
域
や
社

会
を
よ
り
よ
く
し
た
い
」と
い
う
前
向

き
な
気
持
ち
や
地
域
へ
の
愛
着
心
が
み

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
で
は
I
C
T
機
器（
パ

ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
）を
活
用
し
な

が
ら
、課
題
解
決
に
向
け
て
自
ら
考
え
、

友
達
と
交
流
し
、
学
び
を
深
め
る
活
動

が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
に
向
け
て
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、『
連
携

力
』を
発
揮
し
て
、
教
育
活
動
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

■ 

教
育
課
学
校
教
育
係
☎

（64）
８
３
２
３

◦�
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
家
の

人
と
約
束
し
た
こ
と
を
守
っ
て
い
る

◦�

健
康
に
過
ご
す
た
め
に
、
授
業
で

学
習
し
た
こ
と
や
保
健
室
の
先
生

な
ど
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
、

普
段
の
生
活
に
役
立
て
て
い
る

◦�

人
が
困
っ
て
い
る
と
き
は
、
進
ん

で
助
け
て
い
る

◦�

地
域
や
社
会
を
よ
く
す
る
た
め
に

何
か
し
て
み
た
い

◦
英
語
の
勉
強
は
好
き

◦�

算
数
の
問
題
の
解
き
方
が
分
か
ら

な
い
と
き
は
、
あ
き
ら
め
ず
に
い

ろ
い
ろ
な
方
法
を
考
え
る

◦�

人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た
い

◦�

１
、２
年
生
の
時
に
受
け
た
授
業
で
、

Ｐ
Ｃ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
ほ
ぼ
毎
日
使
用
し
た

◦�

道
徳
の
授
業
で
は
、
自
分
の
考
え

を
深
め
た
り
、
学
級
や
グ
ル
ー
プ

で
話
し
合
っ
た
り
す
る
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る

◦�

１
、２
年
生
の
時
に
受
け
た
授
業
で

は
、
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど

を
英
語
で
書
く
活
動
が
行
わ
れ
て

い
た

◦�
国
語
の
授
業
で
学
習
し
た
こ
と
は
、

将
来
、
社
会
に
出
た
と
き
に
役
に

立
つ

◦�

今
回
の
数
学
の
問
題
で
は
、
解
答

時
間
は
十
分
で
は
な
か
っ
た

◦�

先
生
は
、
授
業
や
テ
ス
ト
で
間
違

え
た
と
こ
ろ
や
、
理
解
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
分
か
る
ま

で
教
え
て
く
れ
て
い
る

◦�

今
回
の
国
語
の
問
題
で
は
、
解
答

時
間
は
十
分
で
は
な
か
っ
た

学年 教科
甘楽町 群馬県 全国

小６
国語 67.0 67.0 67.7

算数 62.0 62.0 63.4

中３
国語 58.0 59.0 58.1

数学 51.0 53.0 52.5

平均正答率

学
校
・
家
庭
・
地
域
が

連
携
し
た
教
育
活
動
の
推
進

【
令
和
６
年
４
月
18
日
実
施
】

　
小
学
６
年
生
・
中
学
３
年
生
を
対
象
に
調
査

小
学
校
６
年
生

中
学
校
３
年
生

※�この調査は学力の特定の一部分であり、
学校における教育活動の一側面です。

1 

平
均
正
答
率（
単
位
：
％
）

2  「
質
問
紙
調
査
」の
主
な
結
果
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9
月
2
日
に
新
た
な
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
の
任
命
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
９
人
の
隊
員
が
活
動
中
で
す
。

　

 

今
ま
で
の
経
歴
は
？

　
現
在
大
学
４
年
生
で
、
大
学
で
は
ア

メ
リ
カ
文
学
を
専
攻
し
て
い
ま
す
。
司

書
講
習
を
修
了
し
、
昨
年
12
月
に
は
台

湾
で
図
書
館
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
書
店
で
３
年
ほ
ど
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
い
ま
し
た
。

 

応
募
動
機
は
？

　
本
や
図
書
館
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た

い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
町
の
図
書

館
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
募
集
を
知
り

ま
し
た
。
町
図
書
館
と
小
中
学
校
の
図

書
館
を
回
る
こ
と
で
、
よ
り
た
く
さ
ん

の
人
の
読
書
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

点
、
そ
し
て
全
く
知
ら
な
い
場
所
で
活

動
を
始
め
る
と
い
う〝
移
住
〟そ
の
も
の

に
魅
力
を
感
じ
、
応
募
し
ま
し
た
。

 

今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
ま
ず
図
書
館
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

存
在
を
知
っ
て
、顔
を
覚
え
て
も
ら
い
、

図
書
室
や
図
書
館
を
訪
れ
た
小
中
学
生
、

地
域
住
民
の
方
々
と
気
軽
に
声
を
掛
け

合
え
る
よ
う
な
関
係
を
築
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
読
書
を
通
し
て
好
き
な
も
の

を
見
つ
け
、
そ
の
気
持
ち
を
表
現
・
発

信
す
る
力
を
育
む
お
手
伝
い
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
へ
接
続
し
ま
し
ょ
う

公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
区
域
の
皆
さ
ん
へ

 

■ 

水
道
課
施
設
係
☎

（64）
８
３
１
７

宅内排水設備工事費補助金
　下水道に接続するときの工事費用の
一部を補助金として交付します。

�
対
象
者

・�町内在住で、建物の所有者や所有
者の同意を得た使用者

対
象
経
費

・�住宅のくみ取り槽や浄化槽（合併・
単独）から下水道に接続するための
宅内排水設備工事に要する費用

補
助
金
額

・�上限３万円
※�申請時に中学生以下の同居家族が
いる場合は上限５万円

対
象
期
限

・令和８年度まで
※�令和９年３月末日までに工事が終
わるものに限ります

町ホームページ

　

町
で
は
、
し
尿
や
生
活
雑
排
水
な

ど
の
汚
水
を
下
水
道
に
流
す
こ
と
で
、

住
宅
地
周
辺
で
発
生
す
る
臭
い
な
ど

を
防
ぎ
、
川
や
海
な
ど
の
水
質
を
き

れ
い
に
保
っ
て
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
が

整
備
さ
れ
使
用
で
き
る
区
域
内
に
お

住
ま
い
で
、
ま
だ
接
続
し
て
い
な
い

人
は「
宅
内
排
水
設
備
工
事
補
助
金

制
度
」が
ご
利
用
い
た
だ
け
る
今
、

接
続
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
工
事
は
、
基
準
に
合
っ
た
設
備
を

つ
く
る
た
め
に
必
要
な
技
術
を
習
得

し
、
工
事
に
必
要
な
手
続
き
を
申
請

者
に
代
わ
っ
て
行
う
こ
と
の
で
き
る

「
町
指
定
工
事
店
」へ
ご
依
頼
く
だ
さ

い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
紹
介
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■ 

ら
・
ら
・
か
ん
ら
☎

（70）
４
６
６
０

委嘱状を交付された米村さん（右）

 

米
村 

響
子 （
22
歳
）

               　
千
葉
県
木
更
津
市
よ
り

下水道は
快適な生活を
支えているよ！

  

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を

  

工
事
は
排
水
設
備
指
定
工
事
店
で

「
町
指
定
工
事
店
」は

こ
こ
か
ら
確
認
で
き
ま
す
→

広報かんら／2024.10.113



●● 甘楽町文化会館からのお知らせ ●●

「かんらシネマ20」のご案内

■�問い合わせ　町文化会館　☎74-7000
　������������������������k-bunka@town.kanra.lg.jp

※�一日券です。４作品とも自由にご覧いただけます。
※�昼食時（11：53～12：30）にお弁当を販売します
ので、ご利用ください。

　　　 　        月    　 日（日）

　　　　　午前９時30分～（午前９時開場）

　　　　　甘楽町文化会館　大ホール

　　　　　前売券 500円（当日券 800円）

      ①生きる 【９：30～11：53】
      ②隠し砦の三悪人 【12：30～14：48】
      ③用心棒 【15：00～16：50】
      ④天国と地獄 【17：00～19：23】

日 時

会 場

入場料

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■ 

住
民
課
住
民
係
☎

（64）
８
３
１
４

　
老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年

金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
や
復
興

特
別
所
得
税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て
お

り
、
所
得
税
を
源
泉
徴
収
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
の
人
に

は
、「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」が
９
月
中

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
て
い
ま

す
。
左
記
の
確
認
シ
ー
ト
で
提
出
が
必

要
と
な
っ
た
人
は
、
提
出
し
な
い
と
各

種
控
除
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

年
金
を
受
給
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

年
金
を
受
給
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

『
令
和
７
年
分
扶
養
親
族
等
申
告
書
』の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

『
令
和
７
年
分
扶
養
親
族
等
申
告
書
』の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

■問合せ先　・扶養親族等申告書お問い合わせダイヤル
　　　　　　　☎0570－081－240
　　　　　　・高崎年金事務所　☎027－322－4299

申告書の提出が必要か簡単にチェック！

※�「扶養親族等申告書」は、年金額が一定額（65歳未満は108
万円、65歳以上は158万円）以上の人に送付されています。

全席自由全席自由

12 15

早めに提出してね！

ご本人が障害者または
寡婦（寡夫）・ひとり親
に該当しますか 該当する 提出が必要

所得控除の対象となる
配偶者または扶養親族
がいますか

該当しない

い　る

いない

扶養している配偶者、扶養
親族に退職手当を受ける
見込みの人がいますか い　る

いない

毎年提出するこ
とで、老齢年金か
ら徴収される所
得税や翌年の個
人住民税で該当
する控除が受け
られます。

提出は不要
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青 少 推

そ
の
言
葉　
あ
い
て
の
き
も
ち　
考
え
て　
　
（
新
屋
小
５
年　
森
平
悠
生
）

あ
い
さ
つ
は　
み
ん
な
と
つ
な
ぐ　
合
言
葉　
（
甘
楽
中
１
年　
大
澤
煌
希
）

甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が
令

和
５
年
度
に
募
集
し
た
「
少
年
の
日
」
標
語
の
最

優
秀
賞
作
品
で
す
。（
学
年
は
５
年
度
・
敬
称
略
）

毎月
第１土曜日
少年の日

燃やせないごみ

環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ

▶�ガラス類、陶磁器類と金属類（小型家電製品を含む）
が一緒の袋に混ざっていませんか？

▶�リサイクルできる缶類やびん類を燃やせないごみで捨
てていませんか？

町指定
半透明の袋

乾電池類
町指定袋なし

▶�乾電池類・リチウム電池・電子たばこは、それぞれレジ袋などに
入れて、「電池」・「リチウム電池」・「電子たばこ」と書いてください。

◆古着リサイクル回収【無料回収】
　　日時　10月 27日（日）　午前９時～ 11時

◆小型家電回収【無料回収】
　　日時　11月 10日（日）　午前９時～ 11時

◆古タイヤ・廃バッテリー・自転車等回収 【有料回収】
　　日時　12月８日（日）　午前９時～ 11時

各
種
回
収
事
業

【会　場】
甘楽町文化会館

駐�車�場

収集日は３月・７月・11 月

福島・新屋 上記の月の
第１水曜日

小幡・秋畑 上記の月の
第２水曜日

割れた茶わんやコップなど危険な物
は、紙で包み「キケン」と表示してく
だい。 電池類・充電式バッテリー・リ

チウム電池は必ず取り外してく
ださい。破損・変形により発熱・
発火する危険があります。

■ 問い合わせ　住民課環境係 ☎64-8315

●鍋、やかん、調理器具
●�のこぎりなどの工具、草刈り機の刃
●一斗缶、オイル缶などの空き缶
●針金製のハンガー�など

●窓ガラス、鏡などの板ガラス類
●ガラス細工、ガラス製食器類
●割れたビン類�など

埋め立て処理となるごみ
「ガラス・陶磁器類」

リサイクルされるごみ
「金属類（小型電化製品を含む）」

ごみ指定袋に入る大きさの家電製品
●�ドライヤー、アイロン、ポット、
　トースター、炊飯器、扇風機、
　ゲーム機、ハンディ掃除機�など

●茶わんや湯飲みなどの食器類
●植木鉢や花びん　など

ガラス類

陶磁器類

金属類

小型家電製品

ごみ指定袋に表示されている
ガラス・陶磁器類 に〇をつけて出してください

ごみ指定袋に表示されている
金属類  に〇をつけて出してください

乾電池類

●マンガン乾電池
●アルカリ乾電池
●ボタン電池�など

電子・加熱式
たばこ　本体

ちょっと
待って！

袋いっぱいに
入れないでね

不燃ごみ専用
燃やせないごみ指定袋
ガラス・陶磁器類　金属類

リチウム電池

vol.170
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総務課行政係　内線213・214

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

総務課行政係　☎74-3132

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

※１店舗で押せるスタンプは２回までです。

参加方法

▶�参加飲食店で１回700円（税込み）以上の会計で、
応募用紙にスタンプ１つ獲得！（1,400円でもス
タンプ２個とはなりません）

▶�スタンプが集まったら、応募用紙に必要事項を
記入し、郵送または参加飲食店の店員にお渡し
ください。（1人で複数の応募可）

参加飲食店、町役場

■�問い合わせ　甘楽町観光協会�☎64-8320

参加飲食店（順不同）
店舗名 住所 電話番号 店舗名 住所 電話番号

那須庵　10／5オープン 秋畑5387-2 はにわ食堂 福島7-1 67-5454

焼肉  美江 小幡108 74-2125 おにぎりカフェBonBrun 福島713 75-9369

SEEDS（シーズ） 小幡139-2 74-6683 しまや 福島1169 74-2259

富田製麺 小幡143-1 090-5193-3535 福寿し 福島1252-4 74-3148

みやもん 小幡171-７ 74-5908 焼肉けいちゃん 白倉105-1 74-4847

道の駅甘楽（せせらぎ亭）小幡444-1 74-5445 食事処つちや 金井199-5 74-7203

Suris（農家サロン バラッカ）小幡820 77-1882
※完全予約制 Pizzeria-deco(ピッツェリアデコ） 造石502-1 77-1031

応募用紙配布場所

スタンプをスタンプを
集めて集めて

応募しよう応募しよう 10月１日火～12月20日金まで10月１日火～12月20日金まで

抽選の応募締切
12月27日（金）まで（当日消印有効）

全員プレゼント
　　　　　　かんらちゃんボールペン
　　　　　　会計時に各店舗でお受け取りください

　　　　　 Wチャンス抽選プレゼント
　　　　　　30人に1,000円相当分の
　　　　　　★�道の駅甘楽の商品券（15人）★または
　　　　　　★甘楽ふるさと館ペア入浴券（15人）★

　　　　　　30人に2,000円相当分の
　　　　　　★甘楽町商工会商品券（500円×４枚）★

　　　　　　20人に3,000円相当分の
　　　　　　★道の駅甘楽特産品セット★

　地域の安全・安心を守るため、日々訓練に励んでいる消防
団員の勇姿をぜひご覧ください。観覧席もご用意しています。
※�当日、会場内でサイレンを鳴らしますが、火災と間違えな
いでください。　　　　　　�■総務課庶務係�☎74-3131

　甘楽町消防団　秋季検閲式甘楽町消防団　秋季検閲式
10月13日（日）　午前９時～10月13日（日）　午前９時～

甘楽中学校　校庭甘楽中学校　校庭

スタンプ
３個

その場で

応募して

スタンプ
５個

スタンプ
７個

◀町ホームページは
　こちらから

スタンプ
２個

  かんらグルメかんらグルメ

16広報かんら／2024.10.1



総務課行政係　内線213・214

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

総務課行政係　☎74-3132

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

　第66回甘楽町体育大会が８月25日、各競技会場で行われま
した。今年からは陸上種目の県大会が開催されないことから
町大会も実施せず、小幡・福島・新屋支部対抗で各種球技や
剣道が行われ熱戦を繰り広げました。福島支部の35年連続総
合優勝で幕を閉じた大会の成績は右表のとおりです。

町民体育大会開催！福島地区が35連覇
（　）内は得点数

種　目
種 目 別 順 位

優勝 準優勝 第３位
バレーボール女子 福島（３）小幡（２） 新屋（１）
バレーボール男子 福島（２） 小幡（１）
ソ フ ト ボ ー ル ―�雨�天�中�止�―
卓 　 球 小幡（3） 福島（2） 新屋（１）
ソ フ ト テ ニ ス 福島（３）新屋（２） 小幡（１）
剣 道 福島（３）小幡（２） 新屋（１）
総 合 福島（13） 小幡（９） 新屋（５）

支部対抗　成績表

優　勝 �轟B
準優勝 �庭寿会A
第３位 �第ニ白寿会A

第15回親善
グラウンドゴルフ大会●

　種まきから蕎麦打ちまでが体験できるオーナー制度「蕎麦
づくり入門」が秋畑那須地区の「ちぃじがき蕎麦の里」で始ま
りました。８月18日、蕎麦づくり名人の指導を受けながら
畑に種をまき、９月８日には土寄せが行われました。
　参加者からは「無事に成長していて一安心です。土寄せは
思っていた以上に大変でしたが、名人やほかのオーナーさん
に助けてもらい作業を終えられました」と笑顔で話しました。

蕎麦づくり入門スタート

苗が雨や風で倒れないようにくわで株元に
土を寄せて安定させます

　ソフ　ソフトボール（１試合のみ実施）トボール（１試合のみ実施）

９
８

　ソフトテニス　ソフトテニス

　卓球　卓球

バレーボール男子　バレーボール男子　

　剣道　剣道

バレーボール女子　バレーボール女子　

◀
優
勝
し
た
轟
B
チ
ー
ム
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　甘楽町図書館の夏のイベント・絵本「おふろさん」のパネ
ル展が８月17日から９月３日まで行われ、８月31日には
絵本作家のせきぐちひろみさんによる読み聞かせ＆ワーク
ショップが開催され親子連れなど96人が参加しました。
　せきぐちさんが感情豊かに朗読すると、主人公の“おふろ
さん”がより生き生きとかわいらしく感じられ、子どもたち
を一気に物語の世界へと引き込み会場全体が和やかな雰囲
気に包まれました。
　園田詩織さん（福島小３年）は「おふろさんがかわいかった。
オリジナルのスケッチブックも作れてうれしいです」と笑み
を浮かべました。

絵本の世界が広がるイベント　町図書館

おふろさんのシールを貼ったり自由に絵を描き自分
だけのスケッチブック作りを紹介するせきぐちさん

　甘楽町社会福祉協議会主催の敬老会が75歳以上の人を招待
し、９月11・12日に町文化会館で開催され、皆さんに敬意を
表すとともに長寿を祝う会となりました。

いつまでもお元気で  敬老会

かんら保育園かんら保育園

能や狂言の世界に触れる　かんら薪能
　宝生流かんら薪能が９月22日、降雨が予想されたた
め会場を楽山園から文化会館に変更し上演されました。
　演目のあらすじや見どころの解説があった後に、仕
舞や野村萬斎さんの狂言「佐渡狐」、宝生和英さん、辰
巳満次郎さんによる能「綾

あやのつづみ
鼓」が演じられました。

　舞台上に用意された竹林やかがり火などの演出に
よって能楽の持つ荘厳な雰囲気は一層引き立てられ、観
客は、作品や演者の魅力はもちろん、奥深い日本の伝
統文化の世界を大いに堪能しました。

「綾鼓」「綾鼓」

中野新太郎さんwith フォークダンス茶々中野新太郎さんwith フォークダンス茶々

めぶきの森かんらめぶきの森かんら

かんら南京玉すだれ芸友会かんら南京玉すだれ芸友会
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感動と希望を届けたミュージカル公演
　町発足65周年記念事業・子ども参加ミュージカル
「瓶

かめがもり
ヶ森の河

しばてん
童」が８月31日、町文化会館で上演さ

れました。
　同作品は、ミュージカルカンパニー「ふるきゃら」
による生き物との共生や自然の不思議をテーマにし
た本格ミュージカルで、オーディションで選ばれた
町内の小学生50人が出演し作品に華を添えました。
　子どもたちは夏休みに稽古を重ね本番に挑み、緊
張しながらも一生懸命に歌やダンスを披露する姿に
満席の客席からは惜しみない拍手が送られました。
無事に公演を終えた子どもたちの顔は、達成感と自
信に満ちあふれ、子どもたちにとって貴重な体験と
なりました。
　公演は町民有志で結成された実行委員会が支えて
おり、実行委員長の堀越寛子さん（金井）は「ミュージ
カルを通して仲間との絆や挑戦することの大切さを
学び、成長した子どもたちの姿を見ることができ感
動しました」と話しました。
　観る人に感動を与え、子どもたち自身も未来への
希望を育くむことができた記念事業となりました。

▼①②豊かな表現力を見せる子どもたち③白倉出身の女優
大河原もと子さん④出演者全員による感動のフィナーレ

「少し恥ずかしかったけれど、練
習したことを振り返りながらやっ
たらうまくできた。楽しかった」

出演者の声

花役
高坂みのりさん（福島小１年）

ウリンボB役
松本陽聖さん（新屋小４年）

ウリンボＡ役
髙野まるさん（小幡小２年）

「歌のリズムが好きで家でもいっぱい
練習した。終わってしまいさみしい
けれど、いつかまた舞台に立ちたい」

「緊張もしたけれど、歌もダンス
も得意で、楽しんでできた。拍手
をもらえてうれしかった」

❶ ❷ ❸

❹
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福祉メッセージを伝達
　知的障がい者への理解を深め福祉の向上を呼びかけ
る「福祉メッセージ」の伝達式が９月17日に役場で行
われました。
　地域活動支援センターあゆみ（小幡）の保護者を代表
し坂本恵子さん（金井）と利用者を代表し加藤美智江さ
ん（善慶寺）が、それぞれメッセージを読み上げ町長ら
に手渡しました。
　町長は「福祉は行政の柱の１つ。行政のみならず１
人１人が力を合わせ、全ての人が平等に暮らしていけ
る町づくりを進めていきたい」と応えました。

（右から）白石議長、森平町長、近藤教育長にメッセージ
を朗読する坂本さん（左）

　「第13回御殿のお月見会」が９月17日、国指定名勝楽山園で開かれ
ました。
　輪投げなどの子ども向けゲームや月見団子などの販売が行われた御
殿前通りの「宵待ち縁日」がにぎわいを見せた一方、園内に一歩足を踏
み入れると静寂の中、箏

こと
や琵琶、篠笛の心地よい音が流れ、空を見上

げ月の登場を待つ人の姿がありました。雲の切れ間から美しい月が顔
を出すと来園者はその瞬間を逃すまいと写真に収めていました。
　今年は、小幡小児童が作成した竹ランタンが会場を彩り、ランタン
からもれる温かい光で園内はより一層幻想的な雰囲気になりました。

中秋の名月に「御殿のお月見会」

月明かりに照らされた楽山園

「９月23日手話言語の国際デー」に合わせ
楽山園も青色にライトアップ

篠笛の澄んだ音色が聴衆を魅了
お菓子釣りやヨーヨー釣りも大人気

かんら保育園誕生日会
　かんら保育園（妙見良子園長）で８月生まれの誕生
日会が８月22日に開催されました。
　この日は子どもたちを祝うために、ぐんまちゃん
やかんらちゃんなどのキャラクターが特別ゲストと
して登場し、森平町長もお祝いに駆けつけました。
園児たちはチームに分かれキャラクターや町長らも
加わりゲームをしたり、ダンスを踊るなど笑顔あふ
れる楽しいひとときを過ごしました。

ぐんまちゃんと「ミンナノグンマCHANCE！」を踊る園児

©群馬県�ぐんまちゃん
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　第32回全国中学生空手道選手権大会が８月21・22日にエディオンア
リーナ大阪（大阪府大阪市）で開催され、林�心優さん（甘楽中２年）が出場し
ました。林さんは５月に行われた第33回群馬県中学校空手道大会の女子個
人組手（１対１の対戦形式）で、準優勝し全国大会の出場権を得ていました。
　大会は中学３学年の選手が同じトーナメントで競い合い、全国大会では
惜しくも１回戦敗退とはなりましたが、林さんは「本来の自分の組手がで
きず、自分に負け試合にも負けてしまいました。学年別で行われる次の選
抜大会では自分の組手で優勝を勝ち取るため練習をがんばりたいです」と
先を見据えていました。

空手道で全国大会に出場　林 心優さん
空
手
着
姿
も
凛
々
し
い
林�

心
優
さ
ん

　10月に高崎アリーナ（高崎市）で行われる船越義珍杯第16
回少年少女世界空手道選手権大会に出場する林�愛莉さん（新
屋小６年）が９月５日、役場を訪れ森平町長（写真左）と近藤
教育長（写真右）に世界大会出場の報告をし、激励を受けま
した。
　林さんは、７月の県大会で小学６年生女子組手の部優勝、
形の部３位という成績を収め、８月３・４日に静岡県で行
われた全国大会では組手で優勝、組手と形の成績を合わせ
た総合部門でも優勝を飾り、日本の頂点に輝きました。
　父の昌宏さん、姉の心優さんの影響で空手道を始めたと
いう林さんは「初めての世界大会出場なのでわくわくしてい
ます。自分らしい組手で大会を終われるようにしたいです」
と意気込みを語りました。

空手道で世界に挑む　林 愛莉さん

全国大会の優勝杯とメダルを胸に決意を語った林�愛莉さん

　甘楽町歴史民俗資料館は８月20～22日、手織り機の一つ高
たかばた

機による
手織り体験を通じて養蚕への関心を高めてもらおうと、美しい模様と色
合いが特徴の「伊勢崎括り絣教室」を開催しました。
　参加者は、講師の県ふるさと伝統工芸品伊勢崎括り絣工芸士の齋藤定
夫さん（伊勢崎市）による指導を受けながら、数ある工程の中から仕上げ
の織り作業の一部を体験しました。たて糸が張られた状態の高機に座り、
右手でひもを引くと「飛び杼

ひ
」という道具に巻かれたよこ糸がたて糸の間

を通り抜け、左手でよこ糸を手前に締め付けます。その間、足を交互に
踏み込み一連の動作に参加者は額に汗をにじませながら織り進めました。
　自分の手で作り上げた生地を手にし、絹文化の魅力の一端に触れた参
加者からは「手足を別々に動かし集中力が必要で大変でしたが、貴重な体
験ができて楽しかったです」との声が聞かれました。

絹文化の伝統を今に伝える

高機での手織りを通して
伝統工芸の奥深さを体験する参加者

くく���がすり
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金井駐在所
林　昌宏さん
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保
健
係
☎

(67）
５
１
５
９

管
理
栄
養
士
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス 　
　
　
　
　
　
　

連載
№172

　
健
康
か
ん
ら
21（
第
4
次
）の

栄
養
・
食
生
活
編
で
は
４
つ
の

目
標
を
設
け
ま
し
た
。
今
回
は

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
目
標
2
項
目
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。【
表
1
】

　
肥
満
も
や
せ
も
病
気
に
か
か

る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
食
生

活
の
評
価
に
も
使
わ
れ
る
Ｂ
Ｍ

Ｉ
は
肥
満
や
や
せ
を
表
す
数
値

で
す
。【
表
2
】

　
定
期
的
に
体
重
を
量
っ
て
体

重
変
化
を
確
認
し
、「
標
準
」を

目
指
し
ま
す
。「
肥
満
」の
人
は

食
べ
過
ぎ
に
注
意
し
、「
や
せ
」

の
人
は
た
ん
ぱ
く
質
食
品
を
意

識
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
朝
食
は
午
前
中
の
集
中
力
を

高
め
、高
血
糖
を
予
防
し
ま
す
。

朝
食
を
作
る
時
間
が
な
い
場
合

は
、
パ
ン
や
バ
ナ
ナ
な
ど
簡
単

に
食
べ
ら
れ
る
も
の
で
よ
い
の

で
、
ま
ず
は
朝
食
を
食
べ
る
習

慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
朝
食
を
お
い
し
く
食
べ
る
に

は
、
前
日
の
夕
食
を
就
寝
の
2

時
間
前
ま
で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ

う
。
夕
食
が
遅
く
な
る
場
合

は
、
ご
飯
や
め
ん
類
と
い
っ
た

主
食
は
少
な
め
に
し
、
野
菜
や

た
ん
ぱ
く
質
と
い
っ
た
お
か
ず

は
し
っ
か
り
と
食
べ
ま
す
。

　

誰
か
と
一
緒
に
食
べ
る「
共

食
」は
、
食
事
の
時
間
を
豊
か

に
し
、
心
の
栄
養
も
満
た
し
て

く
れ
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
食
堂
ほ
ぺ
た
ん
広
場

ふ
れ
あ
い
食
堂
ほ
ぺ
た
ん
広
場

（
甘
楽
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い

（
甘
楽
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
に
こ
に
こ
甘
楽
で
毎
月
第
３

土
曜
日
に
、
食
を
通
じ
た
地

域
の
居
場
所「
ふ
れ
あ
い
食
堂

ほ
ぺ
た
ん
広
場
」が
コ
ー
プ
ぐ

ん
ま
主
催（
協
力
・
後
援�

甘
楽

町
）で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す（
要

予
約
・
子
ど
も
・
学
生
無
料
、

大
人
２
０
０
円
）。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
福

祉
課
福
祉
係（

（67）-

５
１
６
２
）

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

特
殊
詐
欺
な
ど
の

被
害
防
止

特
殊
詐
欺

　
県
内
で
は
、
特
殊
詐
欺
の
被

害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
特
殊
詐
欺
の
大
半
は
１
本
の

電
話
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
犯
人
は
自
分
の
声
を
録
音
さ

れ
る
こ
と
を
嫌
う
た
め
、
防
犯

機
能
付
き
電
話
機
や
、
後
付
け

で
き
る
特
殊
詐
欺
電
話
対
策
装

置
が
非
常
に
効
果
的
で
す
。

　
富
岡
警
察
署
や
甘
楽
町
で
は

対
策
装
置
を
無
料
で
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。
年
齢
な
ど
の
対
象

要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
投
資
詐

欺
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
も
相
次
い

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
手
口
は
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
、巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
被
害
の
特
徴
は
、
20
代
～
50

代
の
比
較
的
若
い
世
代
も
被
害

に
遭
っ
て
い
る
こ
と
や
、
投
資

名
目
で
資
産
の
大
半
を
投
じ
て

し
ま
い
被
害
額
が
高
額
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
手
口

を
知
っ
て
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
、
投
資
家

な
ど
の
著
名
人
か
ら
指
導
を

受
け
ら
れ
る
と
勧
誘
さ
れ
る

・ 

ア
プ
リ
や
サ
イ
ト
に
誘
導
さ

れ
る

・ 

恋
愛
感
情
や
親
近
感
を
抱
か

せ
お
金
を
だ
ま
し
取
っ
た
り

投
資
に
誘
導
さ
れ
る

・ 

ア
プ
リ
内
で
は
利
益
が
出
て

い
る
よ
う
に
表
示
さ
れ
る

・ 

利
益
の
一
部（
少
額
）を
出
金

で
き
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

～
栄
養
・
食
生
活
編 

前
編
～ 

目標事項
健康づくりアンケート結果より 現状値 目標値

朝食を欠かさず食べている割合 87.5％ 90.0％
週２・３回以上家族や友人と楽しく
食事をしている割合 80.9％ 85.0％

BMI＝体重（kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
▶18.5未満　　　　�…やせ
▶18.5以上～25未満…標準
▶25以上����������������…肥満

【表１】

【表２】

〈
ス
ロ
ー
ガ
ン
〉

適
正
体
重
を
維
持
し
よ
う

目
標
１朝食

を
食
べ
よ
う

目
標
２共

食
を
し
よ
う
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NEW▶▶▶ 図書館に新しく入った本甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時

70-4660
rarakanra@town.kanra.lg.jp

町発足65周年

▶お知らせ
【蔵書点検による休館日】
　１日（火）
【10月の休館日】
　７日（月）、15日（火）、21日（月）、28（月）
　※返却は夜間返却口をご利用ください。

　～町制施行65周年を「広報かんら」とともに振り返る～
▼昭和37年10月号

▶2024古本市を開催します！
期　日　10月25日（金）～27日（日）
時　間　午前９時～午後５時
　古くなった図書や雑誌（３～５年前発行）を無
料でお譲りします！文化・歴史・趣味・絵本・
コミックなど、盛りだくさんでご用意していま
す！ぜひお出かけください。

▶2024読書週間

60年以上経った今も現役の『篠原旗』▶

世 帯 5,150
(４）

人 口 12,419
(１)

男 6,186
(△４)

女 6,233
(５)

転 入 22

転 出 19

出 生 ７

死 亡 ９

８月３1日現在
（前月末比）

　

当
町
体
育
協
会
そ
だ

て
の
親
と
し
て
、ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
、
そ
れ
を
通

じ
て
の
青
少
年
の
健
全

育
成
、
平
和
な
町
づ
く

り
に
献
身
し
た
初
代
会

長
故
篠
原
良
一
氏
の
偉

徳
を
後
世
ま
で
伝
え
よ

う
と
、
篠
原
旗
作
成
委

員
会
が
有
志
の
寄
附
を

あ
お
い
で
こ
の
秋
作
成

し
た
も
の
で
す
。

全
員
犯
人
、
だ
け
ど
被

害
者
、
し
か
も
探
偵

下
村�

敦
史�

著
／
幻
冬
舎

灯乾�

ル
カ�

著
／

中
央
公
論
新
社

エ
ミ
リ
ン
爆
食
ア
ラ

サ
ー
女
子
旅
47
都
道

府
県

エ
ミ
リ
ン�

著
／
宝
島
社

全
校
生
徒
ラ
ジ
オ

有
沢�

佳
映�

著
／
講
談
社

よ
う
か
い
む
ら
の

ま
ん
ま
る 

お
つ
き
み

た
か
い�

よ
し
か
ず�

作
・
絵
／

国
土
社

お
と
う
さ
ん
は

１
０
３
さ
い

信
友�

直
子�

作
／
吉
田
尚

令�

絵
／
さ
・
え
・
ら
書
房

少年は空に取りつかれた 古本とお菓子がつなぐ
あったか短編集

やっぱり、うどんだいねぇ準備のタイムスケジュー
ルがすごい！

メリークリスマス！
ハリポタ初の公式図鑑

12がつになりました。うさぎ
さんはじゅんびをはじめます

どうなっているの !?
多重推理小説

私はひとりでいたい…
高校生、蒼の青春

全校生徒４人の中学生が
ポッドキャスト始めますこんにゃく、食べてます‼

たのしいせいかつは
きょうもつづく

たぬきのようかいとおつき
みしたら…

祝

無料♪無料♪

あ
か
り

　毎年、町民体育大会で授与
される優勝旗の中央には“篠
原”と刺繍されています。これ
は、初代体育協会会長篠原良
一さんの功績を後世に伝える
ために作成されたもので、“篠
原旗”と呼ぶことが当時の広
報に記されています。

No�imageNo�image

No�imageNo�image

No�imageNo�image
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町
で
は
、
せ
ん
定
し
た
枝
や
伐
採
し

た
竹
な
ど
を
細
か
く
粉
砕
し
、
チ
ッ
プ

状
に
し
て
敷
き
な
ら
す「
粉
砕
機
」の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
期
間
な
ど
の
詳
細
は
農
林
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

�

町
内
に
お
い
て
樹
木
の
枝
や

竹
を
自
分
で
処
理
す
る
個

人
・
団
体

費　
用　
無
料

※�

粉
砕
機
の
運
搬
や
設
置
、
燃
料
代
な

ど
利
用
時
に
か
か
る
費
用
は
利
用
者

の
負
担
で
す
。

　

枝
や
竹
な
ど
の
処
理
に「
粉
砕
機
」を
貸
し
出
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

■ 

産
業
課
農
林
係
☎

（64）
８
３
１
９

募金額のご報告
　町では現在、公共施設に募金箱を
設置し、各種救援金を受け付けてい
ます。
　集まった救援金は、甘楽町社会福
祉協議会を通じて日本赤十字社に寄
付されます。
　皆さんからの温かいご支援・ご協
力に感謝するとともに、引き続きの
ご支援・ご協力をお願いします。

募金総額（８月21日現在）
ウクライナ人道危機救援金

5,805,920円
イスラエル・ガザ人道危機救援金

　��14,285円
■ 問い合わせ　企画課企画調整係
　　　　　　　 ☎74-3133

◆
募
集
数

　
令
和
７
年
４
月
～
令
和
８
年
３
月
の

　
毎
月
２
区
画（
２
社
）�・
全
24
区
画

◆
掲
載
場
所

　
カ
レ
ン
ダ
ー
の
下
部
に
掲
載

◆
発
行
部
数

　
約
５
３
０
０
部

◆
規
格
と
広
告
料

　
タ
テ
約
５・５
㌢
、
ヨ
コ
約
16
・
５
㌢

　
１
区
画　
１
万
５
０
０
０
円

◆
申
込
期
限

　
10
月
31
日
㈭

◆
募
集
数

　
令
和
７
年
５
月
号
～
令
和
８
年
４
月
号

　
の
毎
号
小
区
画（
２
社
）、大
区
画（
２
社
）

◆
掲
載
場
所

　
広
報
か
ん
ら
裏
表
紙
に
掲
載

◆
発
行
部
数

　
約
４
９
０
０
部

◆
規
格
と
広
告
料

　
小
区
画（
タ
テ
約
５
㌢
、ヨ
コ
約
８
㌢
）

　
５
０
０
０
円

　
大
区
画（
タ
テ
約
５
㌢
、ヨ
コ
約
16
㌢
）

　
１
万
円

◆
申
込
期
限

　
令
和
７
年
１
月
31
日
㈮

 

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
・
広
報
の
広
告
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
■�

総
務
課
行
政
係
☎

（74）
３
１
３
２

 

広
報
か
ん
ら

広報かんら　■編集・発行　甘楽町（総務課行政係 ☎ 74-3132直通）　メールアドレス　gyousei＠town.kanra.lg.jp
　　　　　　〒370-2292　群馬県甘楽郡甘楽町大字小幡161番地１　☎ 0274-74-3131㈹　FAX 0274-74-5813㈹
　　　　　　ホームページ　https://www.town.kanra.lg.jp/　■印刷　朝日印刷工業株式会社
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広 告
（小区画）

広 告
（小区画）

広 告（大区画）

広 告（大区画）
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29

2

9

16

23

30

6

13

20

27

7

14

21

28

5

12

19

26

イメージ

広 告 広 告

▲�樹木を投入すると前方（写真右
側）からチップが排出されます。

粉
砕
機
と
は
…

　
太
さ
約
10
㌢
ま
で
の
樹
木
や
竹

を
チ
ッ
プ
状
に
粉
砕
す
る
た
め
の

自
走
式
の
機
械
で
す
。
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No.1276おしらせ版
　

混
雑
の
緩
和
、
診
察
待
ち
時
間
の
短

縮
を
目
的
に
令
和
６
年
11
月
よ
り
皮
膚

科
外
来
の
完
全
予
約
制
を
導
入
し
ま

す
。
初
診
・
再
診
を
問
わ
ず
、
事
前
予

約
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

予
約
方
法　

電
話（
☎
(63)
２
１
１
２
：

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）ま

た
は
中
央
受
付
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。
診
察
終
了
時
に
、
医
師
と
の
相
談

に
よ
る
予
約
も
可
能
で
す
。

注
意
事
項

▼
当
日
の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず

事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
他
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
状
が
な
く

て
も
予
約
は
可
能
で
す
。

▼
診
療
内
容
な
ど
に
よ
り
、
予
約
時
間

ど
お
り
の
診
察
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▼
緊
急
の
場
合
は
中
央
受
付
ま
た
は
救

急
受
付
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

公
立
富
岡
総
合
病
院　

☎
(63)
２
１
１
１

〜
甘
楽
富
岡
地
域
の

障
が
い
の
あ
る
人
の
作
品
展
覧
会
〜

　
「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
」と
は
自
身

の
内
側
か
ら
湧
き
上
が
る
衝
動
の
ま
ま

に
表
現
し
た
芸
術
の
こ
と
で
す
。
作
品

展
を
通
し
て
多
く
の
人
に
障
が
い
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
創
作
活
動
の
感
動

や
喜
び
を
実
感
で
き
る
展
覧
会
で
す
。

◎
芸
術
作
品
展
覧
会（
入
場
無
料
）

期
間　
10
月
19
日
㈯
〜
24
日
㈭

※
21
日
㈪
は
休
館

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
入
場
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）　

場
所　
富
岡
市
立
美
術
博
物
館　

市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

◎
絵
画
創
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ワ
イ
ヤ
ー
ア
ー
ト
」（
入
場
無
料
）

期
日　
10
月
19
日
㈯　

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

場
所　
富
岡
市
立
美
術
博
物
館 

創
作
室

主
催　
富
岡
地
域
自
立
支
援
協
議
会

問
い
合
わ
せ　

相
談
支
援
事
業
所
・
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー「
み
の
り
」

☎ 

(89)
２
０
１
４   

FAX 

(67)
１
１
０
４

　

す
べ
て
の
一
般
照
明
用
蛍
光
ラ
ン
プ

の
製
造
・
輸
出
入
の
廃
止
が
２
０
２
７

年
末
と
決
定
し
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、

蛍
光
ラ
ン
プ
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
に
交

換
す
る
際
、
既
存
の
照
明
器
具
と
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ
ン
プ
の
組
み
合
わ
せ
が
不
適
切
な

場
合
、
発
煙
・
発
火
と
い
っ
た
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

蛍
光
ラ
ン
プ
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
ン
プ
に
交
換
す
る
際
は
、

電
気
屋
さ
ん
な
ど
の
専
門
業

者
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係　

☎
(62)
４
３
０
６

◎
ス
マ
ホ
で
電
子
納
税
証
明
書
を
請

求
・
受
取

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ⅹ
で
納
税
証
明
書
の
交
付

請
求
を
行
い
、
税
務
署
窓
口
ま
た
は
郵

送
で
受
け
取
る
こ
と
や
、

電
子
納
税
証
明
書
で
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
手
数
料
も
安
く
な

る
の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

　

税
金
の
種
類
な
ど
に
応
じ
て「
口
座

振
替
」、「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
」、

「
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
」、
な
ど
の
安
全
・

便
利
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
納
付
を
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

富
岡
税
務
署
総
務
課　

☎
(63)
２
２
３
５

（
自
動
音
声
で
「
２
」
を
選
択
）

　

確
認
し
よ
う　

最
低
賃
金
！　

◆ 

群
馬
県
最
低
賃
金
は

　

令
和
６
年
10
月
４
日
㈮
か
ら

時
間
額　
９
８
５
円

　

詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室（
☎
０
２
７
‐
８
９
６
‐
４

７
３
７
）ま
た
は
県
内
の
労
働
基
準
監

督
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

賃
金
引
き
上
げ
を
支
援
す
る
各
種
助

成
金
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本

         
         

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

詳しくはこちら

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

公
立
富
岡
総
合
病
院

皮
膚
科
外
来

完
全
予
約
制
の
お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

納税証明書交付
請求はこちら

各種納付手続き
はこちら

群
馬
県
最
低
賃
金
の
改
正

各種助成金の
ご案内はこちら

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト 

ト
ミ
オ
カ 

２
０
２
４
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受
刑
者
な
ど
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
県
内
の
刑
務
所

と
少
年
院
で「
矯
正
展
」を
共
催
し
ま
す
。

期
日　
10
月
19
日
㈯

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所　
前
橋
刑
務
所

（
前
橋
市
南
町
１
‐
23
‐
７
）

内
容　

▼
刑
務
所
作
業
製
品
な
ど
の
展
示
即
売
会

▼
食
品
の
販
売

▼
矯
正
関
係
の
広
報
用
パ
ネ
ル
の
展
示　

▼
刑
務
所
内
の
見
学　

入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ

前
橋
刑
務
所
企
画
部
門
作
業

☎
０
２
７
‐
２
２
３
‐
３
０
２
４

　

群
馬
県
で
は
不
正
軽
油
の
情
報
窓
口

と
し
て
、「
不
正
軽
油
１
１
０
番
」
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

軽
油
に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
た
り
、

灯
油
や
重
油
を
そ
の
ま
ま
自
動
車
の
燃

料
と
し
て
使
用
す
る
と
、
地
方
税
法
違

反
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
不
正
軽
油
を
製
造
・
販
売
・
使
用

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
情
報
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

前
橋
行
政
県
税
事
務
所

県
税
課
軽
油
引
取
税
係

☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
２
８
０
１

日
時　
10
月
23
日
㈬　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
富
岡
市
役
所　

議
会
棟
１
階

11
〜
13
会
議
室

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

相
談
時
間　
１
人
20
分

予
約
受
付　
10
月
10
日
㈭
か
ら
（
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
：
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
市
役
所 

市
民
課
市
民
生
活
係

☎
(62)
８
３
６
２

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
職
業
訓
練
に

興
味
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
毎
月
職
業

訓
練
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

無
料
で
職
業
訓
練
が
受
講
で
き
、
支

給
要
件
を
満
た
せ
ば
、
月
10
万
円
の
生

活
支
援
の
給
付
金
を
受
給
で
き
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
ま
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
程　
①
10
月
８
日
㈫ 　

 

②
11
月
５

日
㈫　

③
12
月
10
日
㈫

時
間　
午
後
２
時
〜
３
時

※
ラ
イ
ン
で
職
業
訓
練
の
ほ
か
、
面
接

会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
情
報
も
配
信
中

で
す
。
友
達
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

場
所
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡

富
岡
市
富
岡
１
４
１
４
‐
14　

☎
(62)
８
６
０
９

　

も
し
も
の
時
に
備
え
て
、
ご
自
身
の

思
い
や
希
望
を
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

に
書
き
残
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時  

10
月
31
日
㈭  

午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分

場
所　
に
こ
に
こ
甘
楽

講
師　
第
一
生
命
㈱
群
馬

支
社
相
続
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
10
月
25
日
㈮

※
参
加
し
た
人
に
は
甘
楽
町
版
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
「
大
切
な
方
へ
の
絆

ノ
ー
ト
」
を
無
料
進
呈
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

に
こ
に
こ
甘
楽  

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
(67)
５
１
８
２

　

農
薬
と
化
学
肥
料
を
使
わ
ず
に
育
て

た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
体
験
を
実
施
し

ま
す
。

日
時　
11
月
９
日
㈯　

午
前
10
時
〜

場
所　
甘
楽
ふ
る
さ
と
農
園

甘
楽
町
大
字
上
野
８
３
４

参
加
費　
無
料

募
集
人
数　
先
着
50
人

持
ち
物　
軍
手
・
タ
オ
ル
・
長
靴
（
汚

れ
て
も
良
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
）

申
込
期
間　
10
月
31
日
㈭
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

甘
楽
町
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

推
進
協
議
会
事
務
局

産
業
課
農
林
係　

☎
(64)
８
３
１
９

ハローワーク
LINE

職
業
訓
練
（
ハ
ロ
ト
レ
）

説
明
会

前
橋
矯
正
展

    
            

募　

集

募　

集

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本

群
馬
弁
護
士
会
に
よ
る

法
の
日
記
念
無
料
法
律
相
談

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

書
き
方
セ
ミ
ナ
ー

有
機
栽
培
サ
ツ
マ
イ
モ

の
収
穫
体
験

詳しくはこちら

10
月
は

不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間

おしらせ版
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甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）     FAX  67 - 7066（代）
甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）     FAX  67 - 7066（代）

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

競
技
種
目
の
一
つ
で
、
誰
で
も
気
軽
に

室
内
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
初

め
て
の
人
で
も
ル
ー
ル
説
明
か
ら
プ

レ
ー
ま
で
群
馬
県
ボ
ッ
チ
ャ
協
会
が
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
安
心
し
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

開
催
日
時　
11
月
17
日
㈰　

午
後
１
時

〜
４
時
（
受
付
は
午
後
０
時
30
分
〜
）

場
所　
甘
楽
中
学
校
体
育
館

参
加
資
格　
町
内
在
住
・
在
勤
の
人

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

※
動
き
や
す
い
服
装
と
体
育
館
用
運
動

靴
で
飲
み
物
を
用
意
し
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限　
11
月
５
日
㈫
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社
会
教
育
係

☎
(64)
８
３
２
５

募
集
テ
ー
マ

▼
身
近
な
自
然
環
境
や
生
態
系
な
ど
の

保
全
と
活
用
に
向
け
た
実
践
活
動
、
研

究
、
提
案
な
ど　

▼
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
５
Ｒ
な

ど
持
続
可
能
社
会
に
向
け
た
実
践
活

動
、
研
究
、
提
案
な
ど

応
募
資
格　
群
馬
県
内
の
営
利
を
目
的

と
す
る
事
業
活
動
を
行
わ
な
い
法
人
・

団
体
（
学
校
を
除
く
）
な
ら
び
に
個
人

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
記
入
し
、

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、

ま
た
は
電
話
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
11
月
29
日
㈮

表
彰
内
容　
表
彰
式
を
開
催
し
、
受
賞

者
に
は
助
成
金
と
し
て
１
件
20
万
円

（
10
件
以
内
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

（
公
財
）
ぐ
ん
ぎ
ん
財
団

〒
３
７
１
‐
０
８
４
６

前
橋
市
元
総
社
町
１
７
１
‐
１

☎
０
２
７
‐
２
５
５
‐
６
１
６
０

対
象　
町
内
在
住
の
74
歳
ま
で
の
人

定
員　
先
着
10
人

テ
ー
マ　
た
の
し
く
運
動
・
お
い
し
く

食
事
で
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
ト
レ
、
栄
養

や
歯
の
話
、
野
菜
が
と
れ
る
昼
食
（
１

月
24
日
㈮
は
除
く
）

日
程　

11
月
22
日
㈮
、
12
月
20
日
㈮
、

１
月
24
日
㈮
（
昼
食
な
し
）、
２
月
21

日 

㈮
、
３
月
14
日
㈮

午
前
９
時
45
分
〜
正
午

※
最
終
日（
３
月
14
日
㈮
）参
加
か
つ
計

４
回
以
上
の
参
加
で
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
の
入
会
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

昼
食
代　
３
０
０
円
（
１
月
は
無
料
）

申
込
期
限　
11
月
15
日
㈮

場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

に
こ
に
こ
甘
楽

健
康
課
保
健
係

☎
(67)
５
１
５
９

　

講
話
内
容
ご
と
に
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
気
に
な
る
講
座
に
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
程
・
講
話
内
容　

①
10
月
23
日
㈬
・
血
糖
値
に
つ
い
て

②
11
月
13
日
㈬
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
＆

中
性
脂
肪
に
つ
い
て

時
間　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

講
師　
町
管
理
栄
養
士

費
用　
無
料
（
試
食
あ
り
）

定
員　
各
10
人
（
申
し
込
み
順
）

申
込
期
限　

①
10
月
18
日
㈮　

②
11
月
８
日
㈮

場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

に
こ
に
こ
甘
楽　

健
康
課
保
健
係

☎
(67)
５
１
５
９　

ぐ
ん
ぎ
ん
財
団
環
境
賞

    
            

講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

カット_おしらせ

カット_その他

カット_講演

カット_若葉

カット_カレンダー

カット_ノート

カット_試験

カット_募集

カット_クラッカー

カット_家族

カット_手のひら

カット_本

運
動
・
食
事
セ
ッ
ト
教
室

（
冬
コ
ー
ス
）

電子申請

電子申請

詳しくはこちら

食
生
活
改
善
教
室

↑ボッチャとは
詳しくはこちら

こちらから
チェックできます

最近、心や体の疲れ、不

調を感じていませんか？

「こころの体温計」で

メンタルヘルスチェッ

クしてみませんか？

町
発
足
65
周
年
事
業

ボ
ッ
チ
ャ
体
験
イ
ベ
ン
ト
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山崎　蒼葉 くん（４歳３カ月・令和２年６月30日生まれ）

　　　　�蒼桜 ちゃん（２歳８カ月・令和４年１月24日生まれ）
　山崎修司さん・ひとみさんのお子さん（福島）

　あおくんは、ブロックでアンパンマンのお部屋を作ったり
するのが大好きでお手伝いもたくさんしてくれる頼もしいお
兄ちゃん　　そらちゃんは、お人形を抱っこひもで抱っこし
てお世話するのが大好きで、ちょっぴり恥ずかしがり屋の甘
えん坊さん　　�こども園に通い始めて、たくさん歌や手遊び
を覚えてきて２人で仲良く歌って踊っています
　２人の名前にも思いを込めた「あおぞら」のように明るく健
やかに育ってね

広　告

やまざき��������あ�お�ば

　　　　�����　��そ　ら
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